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平成２８年 平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年

救急搬送人員（人） 131,925 136,213 144,548 144,767 127,382

前年比 103.3% 106.1% 100.2% 88.0%
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1. 年別発生状況 

  東京消防庁管内では、日常生活における事故により平成２８年から令和２年までの５

年間に６８４,８３５人が救急搬送されています。令和２年中は、１２７,３８２人が救急

搬送されています（図１ー１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. 年齢層別搬送人員 

  年齢層（５歳単位）別の救急搬送人員を見ると、乳幼児と高齢者に多く発生していま

す（図１－２）。 
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図１－２ 年齢層別の救急搬送人員 

第１部 令和２年の概要 

 

図１－１ 年別の救急搬送人員 
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3. 月別・時間帯別搬送人員 

月別に見ると、８月の１４,００６人が最も多く、次いで１月に１２,５０８人が救急搬

送されています（図１－３）。 

時間帯別で見ると、９時台から２０時台までは約６,０００人以上が救急搬送されてい

ます（図１－４）。 

 

 

 

 

 

 

  

図１－４ 時間帯別の救急搬送人員 

図１－３ 月別の救急搬送人員 
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4. 事故種別ごとの搬送人員 

事故種別ごとに見ると、「ころぶ」事故が全体の約６割を占め最も多くなっています。

なお、事故種別ごとの概要については第２部で取り上げています（図１－５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 発生場所別搬送人員 

発生場所別に見ると、半数以上が住宅等居住場所で発生しています（図１－６）。 

 

 

 

  

図１－５ 事故種別ごとの救急搬送人員 

図１－６ 発生場所別の救急搬送人員 
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6. 初診時程度別搬送人員 

救急車で搬送された人の初診時程度を見ると、３割以上が入院を必要とする中等症以

上で、生命に危険を及ぼすような事故も発生しています（図１－７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図１－７ 初診時程度別の救急搬送人員 
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７.コロナ禍における日常生活事故の状況 

日常生活事故の件数は近年増加傾向にありましたが、コロナ禍においてその状況に変

化が見られました。ここでは、新型コロナウイルス感染症の流行が拡大した令和 2 年と

それ以前の令和元年とを比較し、差異が見られたものを中心に見ていきます。 

 

 年別搬送人員 

令和 2年の救急搬送人員の総数は、前年より１７,３８５人減少し、前年比約 9 割と

なりました（図１―８）。 

  

 

  月別搬送人員 

   感染者数が増加した 3 月から救急搬送人員が減少しており、特に緊急事態宣言が発

令されていた令和２年４月及び 5 月が顕著に表れています（図１―９）。 
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図１－９ 月別の救急搬送人員 

図１－８ 救急搬送人員総数 
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 年齢層別搬送人員 

  令和２年は、令和元年と比較して全体的に減少しています（図１－１０）。 

 

 事故種別ごとの搬送人員 

  令和２年は、令和元年と比較して全体的に減少しています（図１－１１）。 

 

 

  

8,404

3,515

2,876
3,175

4,954

4,119 3,484
3,473

3,986

5,155

5,797 5,958 5,966

7,995

11,142

14,694

17,808 17,942

10,690

3,139

458
36 1

7,958

3,119

2,107 2,128

3,755
3,294

3,024 3,052 3,206

4,039

4,760
5,094 5,139

6,414

9,850

12,549

16,241

17,358

10,614

3,201

447
32 1

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

救
急
搬
送
人
員
（
人
）

令和元年救急搬送人員 令和2年救急搬送人員

図１－１０ 年齢層別の救急搬送人員 

図１－１１ 事故種別ごとの救急搬送人員（その他、不明を除く） 
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 初診時程度別搬送人員 

  令和２年は、令和元年と比較して全体的に減少しています（図１－１２）。 

 

 

 発生場所別搬送人員 

令和２年は、令和元年と比較して全体的に減少しています。道路・交通施設が約１

８％減少していますが、住宅等居住場所は約３％の減少に留まっています（図１―１

３）。 
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 住宅等居住場所と住宅等居住場所以外の比較 

① 全体の搬送人員 

住宅等居住場所（以下「住宅等」という。）はほぼ減少が見られない（約３％減

少）のに対し、住宅等以外は２１％以上減少しています。 

また、令和 2年の住宅等は、同年の住宅等以外の発生場所と比較し、１３１％

以上となっています（図１－１４）。 

  

 

  

図１－１４ 住宅等と住宅等以外の発生場所の救急搬送人員 
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② 月別搬送人員 

住宅等はほぼ減少が見られない一方（図１－１５）、住宅等以外の発生場所は大

きく減少しており、特に緊急事態宣言が発令されていた４月及び 5 月には、令和元

年の約５割に減少しています（図１―１６）。 
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図１－１５ 住宅等の月別の救急搬送人員 

図１－１６ 住宅等以外の月別の救急搬送人員 
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③ 時間帯別搬送人員 

  住宅等はほぼ減少が見られない一方（図１－１７）、住宅等以外の発生場所は、

大きい減少が見られた１２時から翌０時までの時間帯で２割から３割程度の減少

が見られました（図１－１８）。 
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図１－１７ 住宅等の時間帯別の救急搬送人員 

図１－１８ 住宅等以外の時間帯別の救急搬送人員 
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④ 事故種別ごとの搬送人員 

 「ころぶ」事故については、住宅等では大きな減少幅は見られない（約２％減

少）のに対し（図１－１９）、住宅等以外では１６％以上減少しています（図１－

２０）。 
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図１－１９ 住宅等での事故種別ごとの救急搬送人員（その他、不明を除く） 

図１－２０ 住宅等以外での事故種別ごとの救急搬送人員（その他、不明を除く） 
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 コロナ禍のピックアップ 

  ここでは、事故に関係する器物や行動に着目し、コロナ禍において増減が見られ

たものを中心に見ていきます。 

① 減少した事故の例 

ア 電車のドア・戸袋へのはさまれ事故 

令和 2 年は、令和元年より５６人減少し、令和元年の 3 割以下となりまし

た（図１－２１）。 

また、乳幼児についても１９人減少し、令和元年の約 3 割となっています

（図１－２２）。 
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図１－２２ 乳幼児（０歳～5歳）の救急搬送人員 
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イ エレベーター・エスカレーターでの事故 

エレベーター、エスカレーターともに令和２年は大幅に減少が見られます

（図１－２３、図１－２４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 増加した事故の例 

ア 乳幼児のベランダ・窓からの墜落事故 

令和 2 年は、令和元年より７件増加し、１６人が救急搬送されています（図

１－２５）。 

  

図１－２５ 年別の救急搬送人員 

図１－２３ 年別の救急搬送人員（エレベーター） 

図１－２４ 年別の救急搬送人員（エスカレーター） 
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イ 掃除中の事故 

日常生活の事故全体の搬送人員数が前年から約１２％減少している一方、掃

除中の事故は 7 件増加しています（図１－２６）。 

 

   

清掃業等、勤務中の掃除による事故（労働災害事故）は約９％減少している

一方、家庭等の勤務外で発生した事故（一般負傷）は約５％増加しています（図

１－２７）。 
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発生場所別では、住宅等居住場所が約 1 割増加しています（図１－２８）。 

  

図１－２８ 発生場所別の救急搬送人員（その他、不明を除く） 
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ウ アルコール消毒等の事故 

令和２年は２４人が救急搬送されおり、令和元年の３倍以上になっています（図

１－２９）。 

 

 

令和２年中の年代別データを見ると、０～４歳の乳幼児で多く発生しています。

また、誤飲によるものが多くなっています（図１－３０）。 
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図１－２９ 年別の救急搬送人員 

図１－３０ 年代別の救急搬送人員（令和２年中） 
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エ 遊具での事故（１２歳以下） 

過去数年は減少傾向にありましたが、令和２年は令和元年よりも８６件増加

しています（図１－３１）。すべり台、ぶらんこ、ジャングルジム等で多く発

生しています。 

また、年代別では１歳、２歳、１２歳で大幅に増加しています（図１－３２）。 
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図１－３１ 年別の救急搬送人員 
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月別では、緊急事態宣言が発令されていた４月から５月まで及び６月に大幅

に減少した一方、８月、１１月、１２月は大幅に増加しています（図１－３３）。 

 

 

 

オ ビニールプールでの事故 

令和２年は９人が搬送されており、令和元年の２倍以上になっています。２３

人のうち中等症が２人、重症が１人発生しています（図１－３４）。 

 

  

63

41

92

100 102 100

61

27

61

74
78

55

66
71

87

78

66

55

63 64

57

92

140

101

0

20

40

60

80

100

120

140

160

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

救
急
搬
送
人
員
（
人
）

令和元年 令和2年

4

0

5
4

7

2

1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

平成28年 平成29年 平成30年 令和元年 令和2年

救
急
搬
送
人
員
（
人
）

軽症 中等症 重症

5 5

4

9

n=23
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図１－３４ 年別・初診時程度別の搬送人員 
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カ トランポリンでの事故 

平成２３年から令和２年までの１０年間で、２９４人が救急搬送されています。

平成３０年が多く事故が発生していますが、住宅等居住場所では、令和２年が最

も多く発生しています（図１－３５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年代別では、１０代で最も多く発生しています（図１－３６）。 

  

図１－３５ 年別・発生場所別の搬送人員 

図１－３６ 年代別の救急搬送人員 
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「落ちる」、「ぶつかる」、「ころぶ」事故が全体の７割以上を占めています（図   

１－３７）。 

 

 

キ 熱中症 

平成２８年から令和２年までの過去５年間（各年６月から９月まで）に２５,３

７６人が熱中症（疑い含む。）により救急搬送されています。コロナ禍でのマスク

の着用により熱中症の増加が危惧されましたが、令和２年の救急搬送人員は５,７

９６人で、令和元年と比較して大きな増加は見られませんでした（図１－３８）。 
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図１－３７ 事故種別ごとの救急搬送人員 
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また、月別では、各年とも７月、８月に多く発生していますが、梅雨時期の６

月や残暑の９月にも発生しています（図１－３９）。 
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